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編集後記
　継続は力なりと言いますが，松本歯学はついに20年を経過し，来年からは第21巻に入り
ます．第10巻までは年2号でしたが，編集子が編集主任になった第11巻からは年3号にな
り，当初は投稿原稿が少なくて度々合併号を出すことになるのではないかと心配しました．
事実，締切日近くになっても原稿がまったく無く，原稿を依頼して廻ってお忙しい先生方
に無理をして執筆して頂いたこともありますし，締切日を一ケ月ほど遅らせて，その間に
自ら論文を書いたこともあります．しかし，第11巻3号以降は一度も合併号を出すことな
く第20巻を終了することが出来ました．このことは皆様のご努力とご協力によるものと深
く感謝致しております．この10年間を無難に過ごせたことで，編集子も一応主任の責任を
果たせ得たものと考えていますが，つぎの編集主任にバトンタッチするまでいま暫くの間，
合併号を出すこと無く松本歯学が継続するよう努力したいと考えております．今後とも，
会員の皆様のご努力とご協力を衷心よりお願い申し上げます．
　今年は，松本・塩尻地区にはいろいろと大事件が発生しました．悪い方では，世界的な
ニュースとなった松本市北深志のサリン事件，大阪府内で殺された愛犬家5人が松本歯科
大学の近くの農地に埋められた事件，飯田市の方が20数人も一度に亡くなられた名古屋空
港の中華航空機墜落事件，松本市で摂氏34℃に達した記録的な猛暑などが挙げられますが，
良い方では，何と言っても松本空港のジェット化が最初に挙げられそうです．編集子も大
阪市千里で開催された学会の際，大学で時間まで仕事をしてから自分の車で空港に向かい，
車を空港の無料駐車場に置いてジェット機で大阪に飛び，2～3日学会に出席してから再
び松本空港にジェット機で戻り，自分の車で大学に帰って夕方まで仕事をするという経験
をして，大都会の先端企業のビジネスマンのような気がしました．松本・塩尻地区も，こ
れからは先端企業並みの活気に満ちた競争の激しい世界に入って行くような気がします．
松本歯学も，絶えず外の世界に目を配り，時代に遅れないよう努力する必要がありそうで
す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(野村浩道)
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